


─ 7─

東北アジアニューズレター 第 69 号

●客員研究支援者

金　丹
（ジン　ダン）

●客員研究支援者

藤井真湖

この 4 月 1 日から大学共同利用機関法

人人間文化研究機構の「北東アジア地域

研究推進事業」の研究拠点の一つになる

東北アジア研究センターに客員研究支援

者として配属された金丹と申します。中

国の瀋陽（昔の奉天）の町で育ち、重工

業都市の通弊でもあった大気汚染を経験

したことを契機に、環境問題やその対策

などに関心を持つようになり、日本の大

気汚染経験や汚染対策の成功例を学びた

く、海を渡ってきました。

周知のように、中国は自然、経済、社

会の条件の多種多様により地域間格差が

大きく、それと同様に環境汚染問題にも

地域格差が生じています。大学院での修

学時は、中国の都市型大気汚染問題を中

心にデータ構築、数量分析などを通じて

論文をまとめました。

その後、グローバル化が進むと同時に

一国の環境問題が自国内に止まらず、貿

易を通じて環境負荷の国際的移転が行わ

れ、世界的影響をもたらすことに注目し、

日本・中国・韓国ないし東アジアにおけ

る諸国の二酸化炭素排出量の変化と国際

的依存関係について実証分析などを行い、

その実態を究明することに努めてきまし

た。

グローバル化する環境問題において、

持続可能な社会構築や環境保全を実現す

るための調査研究による科学的知見が必

要とされるため、今後引続き北東アジア

地域の経済活動における国際分業・協力

関係と資源の持続的・共存的利用の可能

性を把握するための調査研究を行ってい

く予定であります。

これまでの私の研究は、モンゴル英雄

叙事詩、伝説、謎々、民話等の口承文芸

／口頭伝承に関わるもので、とくに、馬

頭琴伝説の構造に関わる論文と博士論文

で取り扱ったモンゴル国西部に痕跡的に

伝承されてきた英雄叙事詩「アルタイ ･

ハイラハ」の研究がそれ以後の研究の素

地を形成したといえます。前者の馬頭琴

伝説の構造分析においては、馬が女性の

隠喩として存在していることを提示し、

その後の英雄叙事詩において登場する馬

の隠喩にも応用可能であることを諸論文

で示そうとしてきました。

口頭伝承の特徴は動態性にあり、隠喩

がうまく抽出されることはなかなかない

のですが、その痕跡はたどることができ

るという主張をしてきました。後者の英

雄叙事詩「アルタイ ･ ハイラハ」は「語っ

てはならない」と言われてきたにも関わ

らず、なぜか語り継がれてきた不思議な

伝承です。なぜ語ってはならないのかは、

明示的な内容からは理解できません。他

の英雄叙事詩と代わり映えのしない内容

です。それゆえ、この英雄叙事詩を解明

することは、他の英雄叙事詩の全般的な

解明につながることが見込めました。実

際、当該英雄叙事詩の考察をとおして、

モンゴル英雄叙事詩における言語芸術の

テクニックについての多くの知見を得ま

した。その成果は最終的に『伝承の喪失

と構造分析の行方―モンゴル英雄叙事詩

の隠された主人公―』（2001 年日本エディ

タースクール出版）にまとめられていま

す。

その後、前者の馬の隠喩も絡めてモン

ゴル言語芸術のテクニックを示すために、

馬頭琴伝説の他に、英雄叙事詩「シリン・

ガルゾー」、西モンゴルの有名な英雄叙事

詩群『ジャンガル』、書承の「ウバシ ･ ホ

ンタイジ伝」等を構造分析しました。そ

の成果は『モンゴル英雄叙事詩の構造研

究』（2003 年風響社）にまとめられてい

ます。

現在は、主にこれら英雄叙事詩を中心

とした研究を土台に『元朝秘史』の研究

をおこなっています。


